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【元総社の１コマ】地区を代表する景観構成要素 

地区の課題 

ふるさと自慢〔住む人の声〕 

歴史 

上野国府跡、総社神社丁間稲荷（天狗岩用水開

削の測量基点） 

群馬社（絹産業）と前橋ステーション跡 

⇒景観にかかる課題１ 

工業・流通機能が集積するが、一方で宅地化が進

み、自然性や緑などの潤いが減少している。 

⇒景観にかかる課題２ 

地区に特化した特長がなく、歴史的資源も潜在化

している。 

 

⇒体制にかかる課題１ 

昔賑わった祭りや伝統芸能が縮小傾向にある。 

⇒体制にかかる課題２ 

石倉緑地の清掃活動の取り組みなどを手本に、地

域住民活動をより活発化させていく必要がある。 

 

※ 変わらない(ベースとなる)色彩を抽出 

 

※ 変わらない(ベースとなる)色彩を抽出 

風の軸 

染谷川及び牛池川が軸（川沿いに風が吹くため

霜が降りない） 

赤城山遠望軸 

赤城山影牛 

利根川沿いから眺める市街地の街並みと赤城山 

榛名山遠望軸 

田園越しに眺める榛名山 

元総社小学校の校歌 

街 

神社や公共施設に数多く植生する樹

木（カワヅ桜、大ケヤキ、メタセコ

イヤ） 

現況図 
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地区の方針 

人 

昔賑わった祭りや伝統

芸能が縮小傾向 

拓く 

土地区画整理事業による今後

予想されるまちなみの変化 

祭 

総社神社の神事と太々神楽 

百万遍 道祖神まつり 

地場産業 

石倉ネギ 

⇒景観形成方針１ 

利根川、滝川、牛池川は、地区の貴重な自然環境であり、周辺の緑とともに守り育てるとともに、利根川越しに見

える赤城山と高層ビル群など、日常生活に一服の清涼感を与えてくれるような場を休憩所として充実させる。 

⇒景観形成方針２ 

利根橋、群馬大橋、中央大橋、平成大橋からの山並みの眺めを守り、川面の風を感じられる橋上を地域の憩いの空

間として利用していく。また上越線沿線からの山並みの眺めも守る。 

⇒景観形成方針３ 

国道17号、(県)大友町西通線、(県)石倉大渡線などの幹線道路は、緑化の推進、沿道広告看板類の街並みへの配慮

などにより、交通量はあるが、落ち着きのある沿道環境が整うよう取り組む。 

⇒景観形成方針４ 

王山古墳、総社神社（明神様）とともに、丁間稲荷、宮鍋様、菅原神社、御霊神社などの小さな社が数多く残って

おり、鎮守の森の地区として、地域活動を通して活用し守っていく。 

 

⇒体制整備方針１ 

景観づくりに寄与する、清掃活動などの地域住民活動に対する柔軟な支援体制を整える。 

体感・体験図〔住む人の目〕 


